
,
 

，
し
 

発 行 所 

五所川原市役所 

引6号 

昭和53年 2 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

朝
の
山
並
み
光
り
が
満
ち
て

凍
り
つ
く
道
く
つ
が
鳴
る
。
 

お
早
う
、
お
早
う
、
声
か
け

あ
っ
て
、
風
の
子
、
雪
の
子
、
 

元
気
な
子
。
今
朝
は
き
び
し
い

寒
げ

い
こ
。
 

み
が
い
た
道
場
影
映
し
、
素

足
つ
ら
ぬ
く
板
の
冷
え
。
そ
れ
 

を
さ
え
ぎ
る
血
の
た
ぎ
り
。
 

り
り
し

い
顔
か
ら
吐
く
息
白

く
、
未
来
を
ひ
ら
く
気
勢
が
上

が
る
。
 

前

へ
、
後
ろ
へ
、
ま
え
、
う

し
ろ
、
 一
、
一
二
一
、
二
と
素

振
り
を
す
れ
ば
寒
気
も
の
か
は

汗
が
湧
く
。
 

手
ぬ
ぐ
い
き
り
り
と
防
具
を

つ
け
れ
あ
、
心
は
す
で
に
も
う

剣
士
。
 

行
く
ぞ
。
さ
あ
来
い
。
気
合

い
が
入
る
。
さ
っ
と
分
か
れ
た

右
ひ
だ
り
。
 

つ
ま
先
立
っ
た
身
の
構
え
、
 

上
段
、
下
段
、
中
段
と
、
互
い
 

に
す
き
を
ね
ら
い
Aロ
う
。
 

胴
だ
、
お
面
だ
、
あ
あ
小
手

だ
。
負
け
て
な
る
か
と
打
ち
返

す
。
武
蔵
と
小
次
郎
さ
な
が
ら

に
、
ひ
ら
め
く
竹
刀
に
風
起
こ

る
。
 

世 帯 数 	14,188 

（昭和53年 1月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,276人 

女 	27 一 010人 

市 の 人 口 

52,286人 

ょかわら 
！
、
 

、 
広a了 、

．‘ 

の 

（昭和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 	1部 8円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 
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雪
不

足
、
暖
冬
も

影

響
 

交通事故発生状況 

今
年
に
入
っ

て
県
内
の
交
通

事
故
が
異
常
な
ペ
ー
ス
で
発
生

し
、
死
者

・
傷
者
と
も
昨
年
を

大
幅
に
上
廻
る
最
悪
の
ス
タ

ー
 

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
月
二
十
日
現
在
で
、
死
者

は
四
人
（
昨
年
同
期
一
人
）
に

達
し
、
さ
ら
に
多
発
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

豪
雪
に
助
け
ら
れ
 
「死
亡
事

故
ゼ
ロ
行
進
」
を
続
け
て
い
た

昨
年
と
は
逆
に
、
 
“雪
な
し
暖

太
フ
 
が
事故
の
多
発
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
状
態
で
す
。
 

し
か
し
、
最
近
の
死
亡
事
故

を
み
る
と
歩
行
者
に
も
、
わ
が

身
を
守
る
と
い
う
基
本
的
な
自

覚
が
欠
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

深
夜
、
タ
ク
シ
ー
を
止
め
よ

う
と
急
に
飛
び
出
し
た
り
、
酔

っ
払
っ
て
車
道
を
ふ
ら
ふ
ら
歩

き
ま
わ
る
な
ど
 
「ひ
い
て
下
さ

い
」
 
と
言
わぬ
ば
か
り
の
歩
行

者
が
多

い
の
も
事
実
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
五
所
川
原
警
察

署
で
は
、
郊
外
や
事
故
多
発
地

帯
を
重
点
に
夜
間
の
取
り
締
ま

り
や
事
故
に

つ
な
が
る
路
L

駐
 

車
違
反
を
徹
底

し
て
取
り
締
ま

る
方
針
で
す
が
、
 

歩
行
者
自
身
の

交
通
マ
ナ

ー
を

強
く
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
昨

年

一
月
か
ら
 
「
 

交
通
事
故
死
亡

ゼ
ロ
百
日
市
民

運
動
」
を
始
め

ま
し
た
が
、
目

的
が
達
成
さ
れ

ず
十
月
十
日
ま

で
に
六
人
の
死

亡
事
故
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
 

十
月
ト
ー
目
か
ら
さ
ら
に
強
力

な
運
動
を
展
開
し
、
今
年

一
月

二
十
日
で
遂
に
交
通
事
故
死
亡

ゼ
ロ
百
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
五
百
日
を
目
標
に

市
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
運
動

に
参
加
さ
れ
、
目
標
達
成
を
図

り
た
い
も
の
で
す
。
 

⑨
事
故
を
よ
ぶ
 

、
、
、
 

酒
が
 
疲
労
が
 

ス
ピ
ー
ド
が
 

⑨
横
断
は
 
見

る
く
せ
 
待

つ
く

せ
 
止
ま
る
く
せ

⑨
あ
ぶ
な
い
よ

わ
き
見
 
無
灯
火

二
人
乗
り
 

（
五
三
年
度
交

通
安
全
標
語
）
 

発
送
用
郵
便
物

や
会
議
の
案
内
状
、
 

広
告

・
チ
ラ
シ
等

に
」父
通
安
全
の
標
語
を
書
き
人

れ
る
運
動
を
す
す
め
、
皆
ん
な

で
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ

う
っ
 
（
市交
通
防
災
対
策
室
）
 

市
で
は
、
父
や
母
が
亡
く
な

っ
た
り
、
行
方
不
明
等
の
遺
児

を
手
助
け
す
る
た
め
、
遺
児
に

対
し
て
人
学
・
卒
業
祝
金
、
弔

慰
金
、
激
励
金
品
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
、
申
請
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
申
請
先
 

市
福
祉
事
務
所

・
福祉
係
（
呑
 

（
⑤〕
一
，
‘
 

.
 I
番

・
内
線
‘
に
ハ
．
一

番
）
。
 
（印
鑑
を
持
参
し
て
下

さ
い
。
）
 

ロ
申
請
期
限
 

二
月
十
目
ま
で
。
該
当
す
る
 
 

◇
対
象
者
 

男
 
昭
和
十

二
年
四
月
二
日
 

ー
昭
和
十
三
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
方
 

女
 
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
一

日
ー
昭
和
二
十
二
年
四
 

月
一
日

生
ま
れ

の
方
 

◇
と
き
 
二

月
二
＋
五
日
（
 

土
）
午
後
一
時
か
 

」ら
 

◇
と
こ
ろ
 
ァ
ラ
ス
カ
（
本

町
）
 

◇
会
費
 
男
 
七
、〇
〇
〇
円

女
 
六
、〇
〇
〇
円
 

遺
児
の
範
囲
な
ど
、
詳
し
く
は

同
所
に
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
支
給
内
容
 

▽
入
学
祝
金
 
遺
児
が
小
‘
 

中
学
校
に
入
学
す
る
と
き
、
七

千
円
。
 

▽
卒
業
祝
金
 
遺
児
が
中
学

校
を
卒
業
十

る
と
き
、
 一
万
円
。
 

▽
弔
慰
金
 

父
ま
た
は
母
の
死
亡
等
で
遺

児
と
な
っ
た
と
き
、
 一
万
円
。
 

▽
激
励
金
品
 

遺
児
を
激
励
す
る
と
き
、
八

百
円
。
 

◇
申
込
受
付
 
二
月
五
日

ー
 

二
月
十
五
日

ま
で
 

な
お
、
該
当
者
に
は
ハ
ガ

キ
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す

が
、
万

一
通
知
も
れ
の
方
が
 

あ
り
ま
 

し
た
」
ら
 

申
込
先
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

◇
申
込
先
 
会
費
を
添
え
て

近
く
の
実
行
委
員
、
又
は
市

役
所
各
支
所
及
び
市
財
政
用

度
課
石
岡
広
ま
で
。
 

昭
和
五
十
三
年
除
厄
祈
願

祭
実
行
委
員
会
 

ー
街

頭
献
血
を

ー
 

行
い
ま
す
 

ご
協
力

下
さ
い
 

県
の
移
動
採
血
車
“
青

い
島

号
？
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
 

家
族
の
た
め
、
職
場
の
た
め
、
 

ま
た
社
会

の
た
め
献
血
に
ご
協

力
ド
さ
い
。
 

▽
と
き
 
二
月
ト
六
日
（
木
）
 

〇
午
前
ト
時
半
か
ら
、
五
所

川
原
保
健
所
前
 

0

午
後
一
時
半
か
ら
、
東
北

電
力
五
所
川
原
営
業
所
構
内
 

“は
た
ち
の
献
血
）
に
ご
協

力
ド
さ
い
。
？
 

「
轟
最
悪
 の
ペ
ー

ス
 

●

八
 

昭 	和 	52 	年 昭 和 51 り 
前午との比較 

12\ 	H 累計1リ～12II 1 	Ii 	12 	JI 

発生 "
  

傷者 馴
  

「
  

傷者 発生 「
  

傷者 発生 鵬
  

傷者 

五所川原 13 0
  

17 151 6
  

196 139 5
  

222 
m
 

 
り
  

26 

IL所川原警察署調べ 

、喫誓轟用を、 遺
児
に
入
学
祝
金
等
を

支
給
 

該
当
者
は
申
請
を
し

て
下
さ
い
 

可
除
 

厄
祈
 

願
祭
 
ー

ー
 

r

二
月
二
十

五
日
「
ア
ラ
ス
カ
」
で
レ
 



市県民税申告相談（前期） 

日
 

両
 

農
業

委
員
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
 

・

博
愛
の
精
神
の
も
と
国
の
 

を
願
っ
て
活
動
を
展
 

開
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
創
立
百
周
年
を
送
り
、
 

い
よ
い
よ
二
世
紀
目
に
入
っ
 

て
歩
み
を
続
け
る
に
あ
た
り
、
 

で
は
、
今
年
も
二
月

十
字
運
動
月
間
」
に
 

；
 
・
 
‘
』
 
定

め
、
県
下
い
っ
せ
 

し
ト
か
』つ
方
＋
」
子
 

・
こ
土ミ
つ
曽
金・

 

そ
れ
に
は
、
な
ん
と
い
っ
 

で
、
主
旨
を
理
解
さ
れ
協
力

て
も
財
源
の
充
実
が
必
要
で
 

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

す
。
 

内
外
に
わ
た
っ
て
、
 

‘
 

…
‘
 

人
々
の
平
和
と
幸
せ
 
！
【z
》プ
カ
・
ー
，
ー
）
、v
ゴ
ブ
コ
ー

己
「
 

社
員
増
強
運
動
に
協
力
を
 

“
轟
雌

碧
眼

社
員
増
強
運
動
に
協
力
を
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市
観
光
協
会

主
催
の
「
五
所

川
原
雪
ま
つ
り
」
 

は
、
二
月
十
一

日
（
土
）
 
・
十

二
日
（
日
）
の

両
日
に
わ
た
り
、
 

市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
を
主
会

場
に
開
か
れ
ま

す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
い
で

下
さ
い
。
 

雪
ま
つ
り
の

行
事
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

回
雪
上
大
力
 

ル
タ
大
会

一
一月
十

一
日
 

（
土
）
午後
一

時
か
ら
、
市
庁

舎
前
お
祭
り
広
 
 

場
。
 

回
ず
ぐ
り
廻
し
大
会
 

二
月
十

一
日
（
土
）
午
後
一

時
か
ら
、
市
庁
舎
前
お
祭
り
広

場
。
 

回
タ
コ
上
げ
大
会
 

二
月
＋
一
日
（
土
）
午
後

時
か
ら
、
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
 

回
歌
謡
・
津
軽
民
謡
コ
ン
ク
 

ー
ル

・
津
軽
民
謡
手
踊
り

大
会
 

二
月
十
二
日
（
日
）
午
前
九

時
半
か
ら
、
市
民
文
化
会
館
。
 

回
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
 

製
作
場
所
は
市
内
一
円
。
 

な
お
、
雪
ま
つ
り
に

つ
い
て

不
明
な
点
は
、
市
商
工
観
光
課

内
・
市
観
光
協
会

（
。⑤
二

一

一
一
番

‘
内
線
二
四
六
番
）
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
0
 

地区 月 日 曜
  

相談会場 時 	間 対 象 区 域 

七
 

和
  

14ク
15 

っ〕 ク 〔ノ

〕 ク 

火
 
ク
 
水
 
ク
 

羽野木沢公民館 

高野 公民館 

羽野木沢公民館 

前田野目公民館 

9 : OO-15 : 00 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

原子、俵元 

高野 

羽野木沢、持子沢 

前田野目 

長
 
橋
  

16ク
17 

。

‘ ク っ

］ 
	
ク

木ク

金
ク 

長 橋 支 所 

松野木小学校 

長 橋 支 所 

松野木小学校 

9 : OO-15 : 00 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

浅井、福山、豊成

松野木、福岡 

野里、杉派立、神山

若山、石田坂、戸沢 

梅
沢
  

2 ・18 
2 ・20 

土

月
 

梅 沢 支 所 
ク 	 ク 

9 : 00~is : 00 
9 : 00~is: oo 

柵ク
 
帳
み
 中

川
  

2122 。

ノ〕 n
ノ
〕 ク 

火
水

ク
 

中 川 支 所 
ク 	 ク 

沖飯詰小学校 

9 : 00~is: 00 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

川山 

種井、中泊 

桜田、沖飯詰 

毘
沙
門
  

2 ・23 
2 ・24 

木

金
 

長富 集会所 

毘沙門小学校 

9 : 00-15 : 00 
ク 	 ク 

長富 

毘沙門 

栄
  

2 ・25 
2 ・27 

土

月
 

	

栄 	支 	所 

	

ク 	ク 

9 : 00~is: 00 
ク 	 ク 

稲実、姥直、みどり町

七ッ館、広田 

選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
 

三
月
九

日
ま
で
、

市
選

管
事
務
局
 

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。
）
 

⑥
縦
覧
場
所
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
。
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整
備

（補
修
・
新
設
 

・

改
良
・
橋
梁

一
外
）
 
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水
 
災

害
復
旧

・
そ
の
外
。
 

門
工

・
掛
樋

・
用
排
水
路
新
設
 
▽
補

助
対
象
者
 

改
良
・
外
）
 

二
人
以
上
の
共
同
施
行
、
土

③
事
業
費
十
万
円
以
下
の
小
 
地
改

良
区
・
農
業
協
同
組
合
等
。
 

二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
九
 

（
市本
庁
四
階
）
 

日
ま
で
。
 
（期
間
中
、
毎
日
午
 

今
年
は
、
任
期
満
了

（
七月

一
四
日

）
に
伴
う
市
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
を
次
の
日
程
で
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、
名
簿
に
記
載

も
れ
が
あ
っ
た
り
、
誤
ま
り
が

あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
内
に

文
書
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

異
議
を
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

⑨
縦
覧
期
間
 

昭
和
五
十
三
年
度
の
耕
地
事

業
の
申
請
を
受
付
け
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
、
次
の
事
項
を

留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
下
さ
 
 

▽
申
請
期
間
 

二
月
一
日
か
ら
三
月
十
八
日
 

ま
で
。
 

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
に
備
え
付
け
 

地
事
業
の
 

／

申
請
を
受
付
け

L
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.
 ．
》
 ，》
ニ
 

ソ
 

×
 

お
 
お
 
お
 
x
 

』（
 
)〈
 
×
 

税
務
署
だ
よ
自
 

税
務
署
で
は
、
自
主
的
に
適

正
な
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
個
人
事
業
所
得
者
を

対
象
に
「
確
定
申
告
説
明
会
」
 

を
開
催
し
ま
す
。
 

説
明
会
で
は
 

①
所
得
金
額
の
計
算
方
法
 

②
確
定
申
告
書

の
記
載
の
仕
方

③
所
得
税
の
納
付
 

④
青
色
申
告
の
有
利
な
手
続
き
、
 

等
を
主
体
に
行
う
こ
と
に
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

所
要
時
間
は
二
時
間
程
度
で
、
 

終
了
後
、
個
別
の
相
談
に
も
応
 

じ
ま
す
。
 

説
明
会
へ
出
席
 

の
際
に
は
、
す
 

で
に
お
送
り
し
て
あ
る
確
定
申

告
関
係
用
紙
を
お
持
ち
の
う
え
、
 

気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

▽
を
き
 

二
月
六
日
（
月
）
 

午
前
十
時
か
ら
、
同
午
後
一
時

半
か
ら
。
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

譲
渡
所
得
の
 

説

明
会
 

税
務
署
で
は
、
個
人
で
土
地
 

や
建
物
を
売
っ
た
方
々
を
対
象

に
譲
渡
所
得
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

当
日
会
場
で
は
 

①
一
般
の
譲
渡
所
得
の
計
算
方

法
 

②
特
殊
な
場
合
の
特
例
 

③
確
定
申
告
書
の
記
載
の
仕
方

等
に

つ
い
て
で
す
。
 

所
要
時
間
は
、
三
十
分
程
度

で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
譲
渡
内

容
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
二
月
九
日
、
＋
日

午
前
九
時
半
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
農
協
会
議
室
 

（
五所
川
原
税
務
署
）
 

確
定
申
告
の
説
明
会
 

、一商店、医院等のプ 

、―開業希望者を受付 	、 

広 田 団 地 

回受付期間 

2月1日～ 2 月28日。（平日は、午前 9時から午後 4時、 

土曜日は、午前 9時から正午まで。） 

回受付場所 

市都市計画課（ft 01733 ⑤ 2111番） 

五所川原市岩木町12番地 

回受付種別 

保育所、幼稚園、医院、スーパー、専門店舗 

（ただし、保育所については地権者優先。） 

回分譲内容 

（土地分譲するもの）保育所、幼稚園、医院、スーパー 

（土地、建物分譲するもの）専門店舗 

※ なお、詳しくは青森県住宅供給公社、または受付場所 

へお問い合わせ下さい。 

事業主体 青森県住宅供給公社 

青森市長島 2丁目1番 2 

(廿 0177 () 1625k) 

国
民
年
金
に
は
、
 

将
来
、
よ
り
高
い
年

金
を
希
望
す
る
方
の

た
め
に
、
定
額
保
険

料
の
ほ
か
に
毎
月
四

百
円
を
上
積
み
し
て

納
め
る
付
加
保
険
料

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
付
加
保
険
料
を
納
め
た

期
間
は
年
金
額
を
計
算
す
る
際

に
、
ひ
と
月
に
つ
い
て
二
百
円

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
例
え
ば
二
十
五

年
間
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険

料
を
納
め
た
場
合
は
、
月
額
三
 
 

万
五
千
五
百
五
十
八
円
の
老
齢

年
金
に
月
額
五
千
円
が
加
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

付
加
保
険
料
は
定
額
保
険
料

を
納
め
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
が
、
申
し
出
の

あ
っ
た
と
き
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が

早
い
ほ
ど
有
利
で
す
。
 

手
続
き
は
ご
く
簡
単
で
す
。
 

印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
健
康
年

金
課

・
国
民
年
金
係
へ
お

い
で

下
さ
い
。
 

五
十
三
年
度
に
市
の
工
事
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業

者
は
、
次
の
要
領
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
 

回
受
付
期
間

一
一月
一
日
か
ら

二
月
二
十
八
日

ま
で
。
 

回
提
出
書
類

①
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
②
許

可
（
登
録
）
証

明
書
な
ど
、
建

設
省
統

一
様
式
 

に
よ
る
「
」と
。
 

回
提
出
先
 
市
建
設
課
（

n
 

⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
二
二
四

番
）
ま
で
。
 

1
 
部
市
議

ー
 

一
 
五
万
円
寄
付
レ
 

市
教
育
振
興
会

に

市
内
羽
野
木
沢
、
市
議
会
議
 

市
内
広
田
や
松
島
地
域
の
一

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
回
線
不
足

の
た
め
電
話
の
移
転
や
新
規
架

設
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
広

田
地
域
は
昨
年
末
で
回
線
増
設

工
事
が
終
わ
り
、
あ
と
は
松
島

地
域
の

一
部
を
残
す
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
 

松
島
地
域
の
一
部
も
、
今
年
 
 

員
阿
部
保
信
氏
は
一
月
＋
八
日
、
 

県
褒
賞
受
賞
を
記
念
し
、
市
教

育
振
興
会
に
現
金
五
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

三
月
ま
で
に
は
工
事
が
完
了
す

る
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
市

内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
申
し

込
め
ば

ー
カ
月
以
内
に
電
話
を

取
り
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

電
話
を
必
要
と
す
る
方
は
、
 

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
お
申
込
み
の
手
続
き
 

電
話
局
の
窓
口
に
あ
る
申
込

書
用
紙
に
記
入
す
る
だ
け
で
け

っ
こ
う
で
す
。
遠
方
の
方
は
、
 

電
話
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
、
近
く
の
電
話
柱
の

番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

▽
架
設
の
費
用
は
 

加
入
料
三
百
円
、
設
備
料
八

万
円
、
債
券
十
二
万
円
の
合
計

二
＋
万
三
百
円
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、都
合
で
債
券
を
売
却

さ
れ
る
場
合
は
、
実
質
負
担
八

万
五
千
円
程
度
で
す
む
方
法
も

あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
 

（廿
④

二
〇
つ
〇
番
）
 

付
加
保
険
料
を
納
め
て
 

よ
り
高

い
年
金
を
 

国民年金 

工事入札参加の

建設業者ノ＼ 

錆

即
時
架

設

へ
 

電
話
、
申
込
み
は
早
め
に
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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